
持続可能持続可能持続可能持続可能なななな交流生活圏交流生活圏交流生活圏交流生活圏のののの再構築再構築再構築再構築とととと交流交流交流交流問題問題問題問題についてについてについてについて    
 

福井工業高等専門学校  正会員 武井幸久 
  福井工業高等専門学校 専攻科 ○学生員 北川純平 

1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    
現在，合併から道州制に焦点を移し，トップダウン的

な地域再編を促す動きがある．しかし，その基盤理念は

曖昧で，持続可能性より短期的な帳尻合せが主な論点に

なり，交流生活圏1)として意義の脆弱な郊外型の大規模

集積“boomburb”2)を形成させる可能性が懸念される．  

一方，江戸期の日本は田と米に基づく封鎖体制を持続

させ，安全・安心の体制として，西欧も逸早く注目した．

自立的なコンパクト・シティや環境都市構想の背景には，

この江戸文明の影響が色濃く兆している．そこで既に，

当時の体制に即して，定着構造と交流構造との切り綴じ

の手続きとして江戸モデル1)が提起されている． 

本研究の目的は，このモデルを普遍的で民主的な環境

管理型の地球(terra)モデル3)へと洗練させることにある．

今回は，その第一段階とし，交流構造の拡充に着目し，

福井都市圏PT 調査 4)と地域間食糧流動調査 5)に基づき

交流構造の問題点を明確化し，改善の方向性を探る． 

2222．．．．江戸江戸江戸江戸モデルモデルモデルモデルかかかか地球地球地球地球モデルモデルモデルモデルへへへへ    

2.1 有機体⇔人間⇔環境 

人つまり有機体－人は，地球つまり人－環境の資源を

素材とし，多様なもの(財)やこと(現象)を｢つくる･つく

られる｣手続きに励んできた．この手続きにおいて顕在

化する有機体－人の能力をデクステリティ1)，人－環境

の価値情報をアフォーダンス 1)と呼ぶ．｢つくる・つく

られる｣手続きは，人－環境のアフォーダンスと有機体

－人のデクステリティを切り綴じる場の様態(雰囲気)

として想定され，荒川とギンズ 6)は次の様に定義した． 

有機体－人間－環境 6) 

デクステリティ  ↓↑  アフォーダンス 

有機体－人：間境 3)：人－環境 

(organism that person：blank：environment that landing sites) 

この様態は図図図図 1111としてモデル化でき，3 つの八面体が

互いに反転しながら入れ子式に切り綴じ合う手続きの

契機となる．交流生活圏は人々の定着し交流する中央の

八面体の場(間境)であり，その場の体制(体系・制度)を

整える手続きが文明，持続させる手続きが文化である．

江戸(地球)モデルは，そうした手続きを対象化する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 身体または人間：不一不二構制の手続き 

2.2 江戸モデルから地球モデルへ 

江戸モデルは，不一不二性1)と自働制作性3)の概念に

基づき，間境：交流生活圏を交流構造と定着構造の切り

綴じの手続きとみなし，双方を一旦切り裂き，問題点の

解消に向け綴じ合せ直すことで，交流生活圏を変換する

ためのモデルである．今回は特に，交流構造に着目し，

それを地球モデルにおける交流構造へと変換して，地球

モデルの扱う問題とその解消の方向性を明らかにする． 

3333．．．．交流構造交流構造交流構造交流構造ととととフードマイレージフードマイレージフードマイレージフードマイレージ    

3.1 交流構造 

移動の場合，有機体－人は，人－環境に即して｢いま，

ここ｣からどこへ，どの経路，どの手段で行くかを決定

する．この意志決定は社会性の心象 1) (経験的な事物に

関する情報)に基づき行われ，心象としての距離を交流

距離1)，交流距離の回網(network)を交流構造と呼ぶ．こ

の構造に即し，交流量 Xik を推計するモデルが式(1)の

交流モデルで，交流距離 Rikは式(2)で定義される． 

Xik=AiUiBkVkRik
-2   (1) 

Rik=√{(αuivk)/(xik)}  (2) 

ここに，ui，vkは発生，集中交流量，Ui，Vkは双方の

将来推計値，Rikは交流距離，xikはゾーン i，k間の分布

交流量，Xikは将来推計値，AiとBkはパラメータを表す．

交流距離 Rikには，発生型指標と集中型指標の 2種が考

えられ，この二種の指標に関し，発生構造，集中構造，

OD構造，時間構造の 4種の交流構造が考えられる 1)．  

3．2 物流とフードマイレージ 

 次に，ある交流生活圏では，資源の不足分(困難度)

と過剰分(余裕度)が顕在化した場合，物資の流動を惹起
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させる．この困難度と余裕度は，地域(産業)連関表の移

入量と移出量として，表される．特に，食糧の場合，そ

の困難度と余裕度は，交流生活圏の持続可能性にとって

重要な問題である．食糧が生産され消費されるまでに移

動する距離とその量との積の累積値はフード･マイレー

ジ(FM(t･km))と呼ばれ，式(3)，(4)で定義される． 

FMi = xiklik  (3) 

FMk= xiklik  (4) 

ここに xikは食糧輸送量(t)，likは輸送距離(km)である．

同様な指標は，他の財や人の移動についても定義できる．

マイレージは環境･資源問題と関連づけられ，交流構造

の問題とともに，財と人のマイレージを調整することが

地球モデルにおける交流に関する目標とされる． 

4444．．．．交流距離交流距離交流距離交流距離ととととフードマイフードマイフードマイフードマイレージレージレージレージのののの問題点問題点問題点問題点    

4.1 交流構造の検討・福井都市圏 

福井都市圏 PT調査結果(’77,’89,’05年)4)を基に，まず

交流構造の問題を対象化する．図図図図 2222の(a)～(d)は福井市

の中心部ゾーン 101と郊外ゾーン 109の全目的の発生・

集中構造で，ゾーン 101の(a)と(b)では，構造線(y=x)

より上に点が集まり，77年と比べて 05年には発生も集

中も起こりにくくなったと言える．ゾーン 109の(c)と

(d)では，完全に逆の傾向が認められる．私用目的に関

する(e)と(f)でも同じことが言える．福井都市圏は，交

通の自動車依存率が 76％で，併行して図図図図 33337)の大型店の

郊外化,巨大化により，中心部の衰退が進んでいる 7)．

ゾーン 109には 1000m2以上の大型店が軒を連ねている．

こうした土地利用(定着構造)と交流構造の変化があい

まって，地域を巨大な商圏と化し，“boomburb”化をもた

らしていく．つまり人－環境の様態は土地利用と交流を

変化させ，有機体－人の個別化や交通の車依存を過度に

進め，“boomburb”化の問題が既に進行しつつある． 

4.2 フードマイレージの交流の問題 

“boomburb”化は，同時に，食糧自給率の低下を招き，

福井県は既にカロリーベースで 67％にまで落ち込んで

いる．福井県のフードマイレージは，野菜でも 1900万

t･km に達している5)．他の財や人のマイレージも拡大傾

向にあり，交流についての課題は，交流構造の問題とし

ての土地利用の調整と交通手段の見直しとともに，フー

ド･マイレージ，他の財や人のマイレージの削減の問題

をも含むことになる．この課題は環境･資源問題と密接

に結びつくもので，交通手段の転換，自給的意識の啓発，

シェアリング方式の共同性 3)の演出が重要である．コン

パクトな環境都市の具体化は急務の課題と言える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 商圏の肥大化 

5555．．．．結論結論結論結論とととと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

 本研究は，地球モデルにおける交流問題の意義に着目

して，交流構造に即して“boomburb”化の可能性を示し，

食糧などの財や人のマイレージ問題を提示した．そして，

それらの問題の解決が地球モデルの課題であることを 

明らかにした．今後も，この点に関し検討を続けたい． 
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図 2 交流構造 （ゾーン 101・109） 
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⑤SRSC(超大型集客施設)
による市場均衡の破壊

③CSC(地域大型店)でさらに拡大した商圏

②NSC(近隣型)で拡大した商圏

①商店街
　　　と小商圏

④RSC(郊外大型)による
中心地の破壊
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